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［特集］
リニア時代に向かって未来を描くリニア時代に向かって未来を描く

遠山の霜月祭り（正一位稲荷神社）
国重要無形民俗文化財の湯立て神楽
にえたぎる釜の湯を素手で払う
湯切りで祭りは最高潮に
（関連記事７ページ）

遠山の霜月祭り（正一位稲荷神社）
国重要無形民俗文化財の湯立て神楽
にえたぎる釜の湯を素手で払う
湯切りで祭りは最高潮に
（関連記事７ページ）

しょういちい



［広報いいだ］2014.1.1 2



2014.1.1［広報いいだ］3



［広報いいだ］2014.1.1 4



2014.1.1［広報いいだ］5



［広報いいだ］2014.1.1 6

市長にりんごを渡す並木委員長

ナンバープレートの見本（税務課窓口） 第１回特別ゲストの小宮悦子さん（左）

たくさん実ったりんご

この度、公募していたナンバープレートのデザインが

選考委員会による選考と、市民投票を経て決定しまし

た。「風越山」「水引」「リニア」を組み合わせた飯田を象

徴するデザインです。１月２４日から交付を開始します。

１１月２４日にフリーキャスターの小宮悦子さん、１２月１４

日に慶應義塾大学大学院教授の岸博幸さんを特別ゲス

トに迎え、鼎文化センターで開催しました。リニア将来ビ

ジョンの実現に向けて地域ブランドの構築を進めます。

１１月２６日、飯田のシンボルりんご並

木で、りんごの育成・管理をしている飯

田東中学校の生徒をはじめ、丸山小学

校の６年生や地域の皆さんなどが集ま

り収穫作業が行われました。

りんご並木は、飯田東中学校の生徒

が「美しいまちにしたい」と決意してり

んごの木を植えてから６０周年を迎え

ました。

収穫の前には、６０年の節目を記念し

て収穫を祝う会も行われました。

６０年前の思い今もなお
りんご並木収穫作業

原付ご当地ナンバープレートデザイン決定
飯田らしさのデザイン

リニア未来シンポジウム＆特別講演～ＩＩＤＡ２０２７
世界に通用する地域づくりを
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技能勤労者褒賞を受賞された皆さん

「ヨーセ」のかけ声とともに飛び回る四面
よおもて

学校給食の試食も行われた給食フェア

１１月２３日勤労感謝の日、飯田勤労者

福祉センター・さんとぴあ飯田で行われ

ました。そば打ちや木工教室などの親

子体験教室をはじめ、神戸真陽地区の

関西風たこ焼きや、伊豆木の「鯖寿司」

も出店されました。

勤労者まつりに合わせ、第３４回飯田

市技能勤労者褒賞式典が行われまし

た。受賞者は、美容師や理容師、調理

師、左官、板金など幅広い職種の１５人の

皆さんが受賞されました。

１２月１日から１５日まで、上村・南信濃地区の９箇所の

神社で行われました。

南信濃中立の正一位稲荷神社では、祭りの学習や農

家民泊などを通じて地域の方と交流を深めてきた浜井場

小学校の５年生が横笛や太鼓を演奏し盛り上げました。

横笛の演奏で祭りを盛り上げる子どもたち

しょういちいしょういちい

神と人とが出会う夜
遠山の霜月祭り

第１６回勤労者まつり
飯田市技能勤労者褒賞授賞式
多彩な催し親子で楽しむ
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市 

長

　牧
野
光
朗

そ
の 

１０８

「
や
ね
だ
ん
」
に
学
ぶ
公
民
館
の
全
国
発
信

「
や
ね
だ
ん
」
の
第
１４
回
故

郷
創
世
塾
で
講
義
を
し
て
来

ま
し
た
。「
や
ね
だ
ん
」
は
鹿

児
島
県
鹿
屋
市
に
あ
る
人
口

約
３
０
０
人
の
柳
谷
町
内
会

の
こ
と
で
「
行
政
に
頼
ら
な

い
地
域
づ
く
り
」
を
旗
印
に

し
て
い
ま
す
。
故
郷
創
世
塾

は
、
私
が
親
し
く
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
豊
重
哲
郎
公
民
館

長
が
塾
長
を
務
め
る
地
域

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
で
す
。
今

回
は
全
国
各
地
か
ら
地
域
づ

く
り
に
携
わ
る
自
治
体
や
福

祉
関
係
の
職
員
な
ど
約
５０
名

が
参
加
し
、
私
の
講
義
で
は
、

公
民
館
の
学
び
を
ベ
ー
ス
に

し
た
飯
田
の
戦
略
的
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
様
々
な
取
り

組
み
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

く
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
名
簿
を
見
て
驚

い
た
の
は
、
公
民
館
か
ら
の

参
加
は
飯
田
市
の
主
事
１
人

だ
っ
た
こ
と
で
す
。
講
義
の

中
で
公
民
館
経
験
者
を
問
う

て
み
た
と
こ
ろ
、
３
名
だ
け

で
、「
館
の
管
理
が
主
な
仕
事

だ
っ
た
の
で
面
白
く
な
か
っ

た
」
と
の
感
想
で
し
た
。「
や

ね
だ
ん
」
の
学
び
は
公
民
館

長
が
塾
長
を
し
て
い
る
く
ら

い
で
す
か
ら
、
公
民
館
活
動

の
実
践
に
直
結
す
る
は
ず
、

と
思
う
の
で
す
が
、
必
ず
し

も
そ
う
な
っ
て
い
な
い
他
地

域
の
現
状
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。「
そ
の
９１
」
で
飯

田
の
公
民
館
活
動
を
全
国
の

モ
デ
ル
に
し
て
い
き
た
い
旨

を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
や

は
り
飯
田
も
「
や
ね
だ
ん
」
の

よ
う
に
全
国
に
向
け
た
情
報

発
信
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て

い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。

肥
満
し
て
い
る
け
ど
よ
く
運

動
す
る
人
と
、
肥
満
は
な
い
け

ど
運
動
し
な
い
人
の
死
亡
率
は

ど
ち
ら
が
低
い
で
し
ょ
う
か
？

肥
満
し
て
い
る
け
ど
よ
く
運
動

す
る
人
の
方
が
死
亡
率
が
低
か

っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
肥
満
は
、
糖
尿

病
や
心
血
管
病
な
ど
の
病
気
の

元
に
な
る
の
で
な
い
方
が
い
い

で
す
。
運
動
が
も
た
ら
す
い
い

点
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
運
動
は
、
心
筋
梗
塞
、
脳

卒
中
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、

２
型
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
大
腸
が
ん
、

乳
が
ん
、
う
つ
病
、
高
齢
者
の

認
知
症
、
転
倒
、
骨
折
の
危
険

を
減
ら
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

な
ん
と
、
が
ん
や
認
知
症
の
予

防
に
も
な
る
の
で
す
。
そ
の
上
、

よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
、
太

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
さ
あ
運

動
し
た
く
な
っ
て
き
た
で
し
ょ

う
？ま

ず
は
１
日
に
プ
ラ
ス
２０
分

の
歩
行
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
十
分
効
果
が
あ
り
ま

す
。
続
け
て
２０
分
で
き
な
く
て

も
２
回
、
３
回
に
分
け
て
合
計

で
２０
分
で
も
い
い
で
す
。
２
型

糖
尿
病
の
方
な
ら
、
そ
れ
は
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
を
０.７
％
も

低
下
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
で
薬
１
種
類
に
相
当
す
る
効

果
で
す
。
糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
も
良
く
な
っ
て
、
そ
の
上

薬
も
減
っ
て
、
お
金
の
節
約
に

も
な
り
ま
す
ね
。

運
動
は
い
き
な
り
や
り
す
ぎ

な
い
こ
と
も
大
事
で
す
。
持
病

の
あ
る
人
は
ま
ず
は
主
治
医
の

先
生
と
相
談
し
、
ど
の
よ
う
な

運
動
が
自
分
に
は
い
い
の
か
よ

く
相
談
し
て
か
ら
始
め
て
く
だ

さ
い
。
ど
ん
な
病
気
が
あ
っ
て

も
そ
の
人
に
合
っ
た
運
動
が
必

ず
あ
り
ま
す
し
、
そ
う
い
う
運

動
を
す
れ
ば
必
ず
い
い
こ
と
が

あ
る
は
ず
で
す
。
や
は
り
運
動

し
な
い
の
は
損
で
し
ょ
？

市立病院　糖尿病代謝内科

小 林 睦 博  医師

運
動
し
な
き
ゃ
損
で
し
ょ
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～ 大学生からのメッセージ ～
～ 大学生からのメッセージ ～
学びの宝庫、飯

田学びの宝庫、飯
田

学びの宝庫、飯
田

No.６

座光寺の朝

米野井 健

東京農業大学国際食料情報学部 ２年

（千葉県柏市出身）

の い けんこめ

僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢
「将来の夢」

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

先月の 土屋智恵 さん（上郷）からのリレー

　
　
　

し
み
ず

せ
い
き

清
水
世
紀
さ
ん
（
橋
北
）

地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
会
社
作
り
。

今
、
私
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
で
す
。

若
者
が
飯
田
を
離
れ
都
会
へ
進
学
し
、

そ
の
ま
ま
就
職
し
て
し
ま
う
。こ
の
よ
う
な

現
状
を
変
え
る
た
め
に
も
、こ
の
地
域
に
社

員
が
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
を
作
り
た

い
。そ
う
思
い
、
今
は
小
さ
な「
小
竹
建
設
」

と
い
う
会
社
で
は
あ
り
ま
す
が
、い
ず
れ
は

「
こ
ん
な
会
社
が
飯
田
に
あ
っ
て
良
か
っ

た
」
、
若
者
が「
こ
ん
な
会
社
で
働
き
た
い
」
、

そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
会
社
を
築
き
あ
げ

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
技
術
は
も
ち
ろ
ん
人
間

性
を
高
め
企
業
も
人
も
共
に
成
長
し
て
行

け
る
会
社
と
な
る
べ
く
日
々
努
力
し
て
い

ま
す
。

しもだいら ゆうき

下平優希 さん
（旭ヶ丘中３年）

私の将来の夢はパティシエになることで

す。きっかけは、小学校の時に見ていたア

ニメでした。そのアニメの主人公が人の心

を動かすスイーツを作っているのを見て、

「私もこの主人公のようになりたい」と思

い、目指しています。

どんなに大変でどんなにつらくても、この夢は絶対変えません。

パティシエになったら、誰でも入りやすいお店を建てて、自

分の作ったスイーツでたくさんの人の心を動かして、食べた人

みんなを笑顔にしたいです。
実習の様子

私は今回、ワーキングホリデーで飯田

市の座光寺に滞在させて頂きました。飯

田市というと、私の中では「市田柿」の産

地というイメージが強く、実際に私がお世

話になった農家のお宅も市田柿を作って

いました。私の実家も果樹農家なので

「少しでも多くのことを吸収して帰ろう」と

作業に取り組みました。

飯田市は自然に溢れ、東京に居ては絶

対に味わうことのできない解放感を体感

することができました。私が座光寺の自

然を最も身近に感じたのは朝です。座光

寺で迎えた朝は、霧に包まれた静けさも

相まって、神秘的な空気を醸しだしてい

ました。このような恵まれた環境で農業

体験ができるのは、とても貴重な体験に

なると思います。事前に調べたワーキング

ホリデーのデータにもあったように、若い

女性の参加が多いのもうなずけます。

一週間の滞在でしたが、今回の実習で

多くのことを学ぶことができました。お世

話になった皆様にお礼を申し上げます。

ありがとうございました。



保
育
所
・
鼎
幼
稚
園
の

書
類
調
査
と
児
童
面
接

　

４
月
１
日
か
ら
市
内
の
各
保

育
所
お
よ
び
鼎
幼
稚
園
に
、
新

た
に
入
所
希
望
の
方
で
、
保
育

所
入
所
申
込
書
を
提
出
さ
れ
た

方
は
、
希
望
す
る
保
育
所
が
指

定
す
る
日
時
に
書
類
調
査
と
児

童
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
面
接
が
あ
る
場
合
に
は
、

必
ず
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
同
じ
保
育
所
な
ど
に
引
き
続

き
入
所
す
る
場
合
は
調
査
や

面
接
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、
希
望
す
る
保
育
所
な
ど

に
連
絡
し
、
１
月
２４
日
㈮
ま

で
に
り
ん
ご
庁
舎
内
子
育
て

支
援
課
で
書
類
調
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

１
月
１４
日
㈫
～
２１
日
㈫
の
う

ち
、
各
保
育
所
の
指
定
日

※
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
子
育

て
支
援
課
、
各
保
育
所
ま
た

は
幼
稚
園
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
場
所

入
所
を
希
望
す
る
市
内
各
保

育
所
・
鼎
幼
稚
園

▼
持
ち
物

　

印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　

保
育
係

内
線
５
３
４
４

飯
田
運
動
公
園
県
営
施
設

利
用
申
込
の
受
付
開
始

　

飯
田
運
動
公
園
の
県
営
野
球

場
、
多
目
的
広
場
、
弓
道
場
に

つ
い
て
、
４
月
か
ら
平
成
２７
年

３
月
ま
で
の
利
用
申
込
の
受
け

付
け
を
始
め
ま
す
。

▼
日
時

　

２
月
２
日
㈰

　

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
場
所

　

東
野
公
民
館
大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

内
線
５
５
７
４

　
　

飯
田
市
体
育
協
会
事
務
局

　

内
線
５
８
６
１

市
立
病
院
周
産
期
セ
ン

タ
ー
内
覧
会

　

第
３
次
整
備
事
業
で
整
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
周
産
期
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
産
科

病
棟
、
分
娩
部
門
、
新
生
児
部

門
、
外
来
部
門
を
一
体
的
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
向
上
な
ど
を
図
っ
て
い

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
内
覧

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
日
時

　

１
月
１６
日
㈭

午
後
３
時
～
６
時

▼
受
付

市
立
病
院
本
館

１
階
レ
ス
ト
ラ
ン
前

▼
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院

　

施
設
課

０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５

内
線
２
３
２
２

　

応
急
手
当
の
基
礎
知
識
、
人

工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど
、
住
民
の
方

を
対
象
と
し
た
救
命
の
た
め
の

応
急
手
当
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象

　

中
学
生
以
上

普
通
救
命
講
習
会
と

防
火
講
話

▼
日
時

　

２
月
９
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

▼
場
所

竜
東
中
学
校
多
目
的
教
室

▼
内
容

　

○
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
、
止
血
法
、
異
物
除

去
な
ど

○
防
火
講
話
（
た
き
火
火
災
ゼ

ロ
運
動
・
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
促
進
に
つ
い
て
）

※
受
講
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
定
員

　

２０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間

　

１
月
６
日
㈪
～
２
月
２
日
㈰

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

伊
賀
良
消
防
署

　

救
急
係

０
２
６
５（
２
５
）０
１
１
９

龍
江
分
署

０
２
６
５（
２
７
）４
９
１
１
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市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い



民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
改
選
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
２５
年
１２
月
１
日
付
け
で

民
生
委
員
・
児
童
委
員
２
３
４

人
が
改
選
さ
れ
、
う
ち
約
半
数

の
委
員
が
交
替
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

相
談
相
手
と
な
り
、
地
域
と
行

政
機
関
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
日
常
生
活
で
何
か
困

っ
た
こ
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

地
域
の
担
当
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

福
祉
課
ま
た
は
各
地
区
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

な
お
、
各
地
区
の
会
長
の
お

名
前
と
連
絡
先
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

内
線
５
３
７
１

地区名 会長名 連絡先
橋　北 西 野　武 久 ０２６５（２２）４９６４

橋　南 菅 沼　輝 美 ０２６５（２５）００８５

羽　場 熊 谷　清 文 ０２６５（２４）５７６１

丸　山 松村 由美子 ０２６５（２２）５２８１

東　野 奥 村　哲 也 ０２６５（２２）０５１３

座光寺 駒 瀬　靖 彦 ０２６５（２４）８５２４

松　尾 清 水　正 則 ０２６５（２３）３５６７

下久堅 岡 島　政 晴 ０２６５（２９）８６５３

上久堅 椎 名　佑 平 ０２６５（２９）７１８９

千　代 遠 山　良 昭 ０２６５（５９）２５３２

龍　江 奥 村　良 人 ０２６５（２６）９９５６

竜　丘 下 平　辰 春 ０２６５（２６）９２１４

川　路 矢 沢　政 雄 ０２６５（２７）２２７７

三　穂 塩 沢　孫 六 ０２６５（２７）３６８５

山　本 竹 村　正 子 ０２６５（２５）２６２２

伊賀良 伊 藤　　力 ０２６５（２５）６３４８

鼎 新 井　清 吉 ０２６５（２２）５６４１

上　郷 篠 田　和 夫 ０２６５（２２）７４５３

上　村 鎌 倉　　豊 ０２６０（３６）２２６８

南信濃 山 﨑　博 文 ０２６０（３４）２２９１

動
物
慰
霊
祭

　

家
族
の
一
員
と
し
て
飼
育
さ

れ
亡
く
な
っ
た
動
物
や
、
や
む

を
え
ず
致
死
処
分
さ
れ
た
イ
ヌ
、

ネ
コ
な
ど
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、

動
物
慰
霊
祭
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　

２
月
１
日
㈯

午
後
２
時
〜
２
時
３０
分

（
受
付
は
午
後
１
時
３０
分
〜

午
後
２
時
）

▼
場
所

ア
イ
ホ
ー
ル
い
と
う

（
鼎
中
平
２
８
２
０
）

▼
問
い
合
わ
せ

飯
伊
動
物
愛
護
会
（
飯
田
保

健
福
祉
事
務
所
内
）

０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６

中
央
図
書
館
お
た
の
し

み
会
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

１
月
か
ら
土
曜
日
の
「
お
た

の
し
み
会
」
が
対
象
年
齢
を
分

け
２
回
開
催
と
な
り
ま
す
。

▼
わ
く
わ
く
お
は
な
し
の
会

○
対
象

園
児
、
小
学
生

○
日
時

毎
週
土
曜
日

午
前
１０
時
３０
分
〜
１０
時
５５
分

○
場
所

中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

○
内
容

絵
本
読
み
、
本
の
紹
介
、
紙

芝
居
な
ど

▼
親
子
お
た
の
し
み
会

○
対
象

乳
幼
児
親
子

○
日
時

毎
週
土
曜
日

午
前
１１
時
〜
１１
時
１５
分

○
場
所

中
央
図
書
館
１
階
お
た
の
し

み
コ
ー
ナ
ー

○
内
容

絵
本
読
み
、
わ
ら
べ
う
た
、

紙
芝
居
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６
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寡婦（寡夫）控除に関する手続きが簡略化されました
公的年金受給者のうち、寡婦（寡夫）に該当する方で、公的年金の支払者から送られてきた源泉徴収票の寡婦（寡夫）

控除欄に印がある場合は、寡婦（寡夫）控除を受けるためにあらためて市・県民税の申告する必要が無くなりました。ただ
し、寡婦（寡夫）控除以外の控除を受ける方、公的年金以外の所得がある方は、今までどおり申告が必要です。

要介護認定を受けている方の障害者控除について
要介護認定を受けている６５歳以上の方で、福祉事務所長より障害者に準ずる状態であると認められた方は、申告

時に「障害者控除対象者認定書」を添付することにより、障害者控除が受けられます。
※申請後、審査会での審査の後に結果を送付いたします。お待たせすることになりますが、ご了承ください。
※「障害者」または「特別障害者」と認定された方には、「障害者控除対象者認定書」を交付いたします。

要介護認定を受けている方のおむつ代に関わる医療費控除について
要介護認定を受けている方で、おむつ代について初めて医療費控除を受ける方は、おむつ代の領収書に加えて、医

師の発行する「おむつ使用証明書」が必要になります。２年目からは、以下の要件に該当する方に限り、介護高齢課が
発行する「主治医の意見書の確認書」を「おむつ使用証明書」の代わりとすることができます。

※「Ｂ１」以上とは、日中もベッド上での生活を主とし、食事、排泄、着替え等、部分的または全面的に介助を必要とする方です。

【要件】　主治医の意見書に寝たきり度「Ｂ１」以上で、「尿失禁」の記載がある方

問い合わせ 介護高齢課　介護相談係　内線 ５３９４

市・県民税の申告が必要か確認してください

平成２５年１月１日から１２月３１日までの収入に応じて、手続きをご確認ください

申告が 必 要ない方申告が 必 要ある方

●収入が年末調整済みの給与以外に、他の収入が無
かった方

●収入が公的年金のみで、他に収入が無かった方のう
ち、公的年金の収入金額が次の金額以下の方

◎６５歳以上の方……収入金額が１４８万円以下

◎６５歳未満の方……収入金額が９８万円以下

●事業所得、不動産所得、雑所得など給与や公的年金
以外の所得があった方

●医療費控除などの控除を受ける方

●源泉徴収票に記載された控除の内容に変更がある方

●収入が遺族年金、障害年金、雇用保険（失業給付金）
のみだった方

●収入がなかった方

所得税の確定申告をする

平成２６年１月１日に
飯田市に住所があった

平成２６年１月１日に住所のあった
市区町村に申告してください

住民税の申告は必要ありません

「障害者控除対象者認定書」 と 「主治医の意見書の確認書」 の交付申請先と申請受付期間

申請受付期間 １月６日（月）～２月２８日（金）

○介護高齢課（りんご庁舎２階）、各自治振興センター（橋北、橋南、羽場、丸山、東野を除く）

○申請の際は、印鑑をご持参ください。

いいえ

はい

いいえ

はい
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月

２月

日

７日

８日

９日

１０日

１４日

１７日

曜日

金

月

水

木

金

月

会       場
午前 （９：００～１１：３０）

木沢
八重河内
上町・中郷
南和田
下栗
上大島・下大島・新町
程野
押出・夜川瀬

午後 （１：００～４：００）

上町・中郷

漆平島・池口・本町

樋口・山原・昭和通り・下和田・下市場・尾の島・松島

風張・堂平・越久保・森・小野子・
落倉・平栗・蛇沼

宮ノ前・唐沢・共和・下馬場・中河原・仲羽場・
欠野・河原・高岡・清水・恒川・中市場

木沢
八重河内

南和田
下栗

程野 ※午後は０：３０～２：００

南市場・北市場・駅前・上野・
上野新町・万才・原・宮崎・大堤

相 談 指 定 地 区および 受 付 時 間

木沢地区会館
八重河内地区館
上村保健センター
大町集会所
下栗総合交流会館
南信濃地域交流センター
程野区民センター
南信濃地域交流センター

上久堅公民館

座光寺公民館

※午後は０：３０～２：００

※午後は０：３０～２：００

原平・中宮・下平・
大鹿・上平

月 日 曜日 地　区 会       場
１８日 火

上郷 上郷公民館
１９日 水
２０日 木

伊賀良 伊賀良公民館
２１日 金

２月 ２４日 月 川路 川路公民館
２５日 火 龍江 龍江公民館
２６日 水 千代 千代公民館
２７日 木 三穂 三穂公民館
２８日 金 山本 山本公民館

３月
３日 月 下久堅 下久堅公民館
４日 火 鼎 鼎自治振興センター（３階）

月 日 曜日 地　区 会       場
５日 水 鼎 鼎自治振興センター（３階）
６日 木

松尾 松尾公民館
７日 金
８日 土 飯田５地区 市役所３階会議室
１０日 月

竜丘 竜丘公民館
３月 １１日 火

１２日 水
１３日 木
１４日 金 飯田文化会館
１５日 土 休日相談
１７日 月 予備日

橋北・橋南・
羽場・丸山・
東野

まもなく市・県民税の申告の時期ですまもなく市・県民税の申告の時期です
問い合わせ 税務課　市民税係　内線 ５１６２

申告相談の受付時間

※上村、南信濃地区のうち、木沢地区会館、八重河内地区館、大町集会所、下栗総合交流会館、
程野区民センターは、午後の受付時間が他会場と異なります。

■受付時間／午前９時～-午前１１時３０分まで　午後０時３０分～午後２時まで

平日／午前９時～１１時３０分、午後１時～４時まで　 土曜日（３月８日、１５日）／午前９時～午後１時まで

申告書と関連書類の配布場所

ご注意くださいご注意ください

場所／市役所税務課窓口前、各自治振興センター（橋北、橋南、羽場、丸山、東野を除く）、りんご庁舎２階
配布開始時期／平成２６年１月末頃
設置する書類／市・県民税申告書、所得税の確定申告書、収支内訳書、医療費の明細など

公的年金などの収入金額の合計が４００万円以下（所得税の確定申告が不要）の方へ
次に掲げる状況に当てはまる方は、飯田市へ市・県民税の申告書の提出が必要です。
公的年金などの源泉徴収票に記載されている配偶者控除、扶養控除の内容に変更がある方

医療費控除、源泉徴収票に記載された以外の国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料などの社会保険
料控除、生命保険料控除、地震保険料控除、障害者控除、寄附金税額控除などの控除を受ける方

公的年金などに関する雑所得以外に２０万円以下の所得がある方

※２５年度分市・県民税の申告書を提出いただいた方のうち、２６年度も申告書の提出が必要と思われる方に対してお送りし
ます。新たに郵送を希望される場合は、税務課市民税係までご連絡ください。

市・県民税の申告書の発送予定日

１月２７日（月）　（予定）

★２月１８日以降の午前、午後の指定地区の詳細は、
広報いいだ２月１日号にてお知らせします。



平成２６年度 固定資産税の償却資産の申告について

事業を営んでいる方は、毎年1月1日現在

における飯田市内の償却資産の所有状況を、

１月末までに申告していただくことになってい

ます。平成２６年度償却資産申告書を発送さ

せていただきましたので、お手元に届きました

ら申告書に同封の『償却資産（固定資産税）

の申告の手引き』をご参考に、期限内の申告

をお願いいたします。

▼申告書について

　　事業開設届や調査により償却資産申告書

を発送していますが、事業を営んでいる方で

償却資産申告書がお手元に届かない方は、

お手数ですがご連絡ください。申告書を発送

させていただきます。

▼提出先　　税務課、各自治振興センター（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
　※所有されている資産に変更がない場合も申告をお願いいたします。

償却資産とは、事業を営む個人の方や法人が

その事業に使用するために所有されている、構築

物、機械、運搬具、器具および備品などの事業用

資産をいいます。

（固定資産税の対象となる家屋や、自動車税、軽自動
車税の対象となるものは除きます）

広告塔、レジスター、ビニールハウス、農機具類、

門などの外構工事、駐車場などの舗装路面、太

陽光発電設備など。

償却資産の一例

償却資産とは

問い合わせ 税務課資産税家屋係　　　内線５１７８

▼申告期限　　１月３１日（金）

平
成
２６
年
度

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
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平
成
２５
年
中
に
給
与
・
賃
金

な
ど
を
支
払
わ
れ
た
方
（
会
社

な
ど
）
は
、
従
業
員
（
受
給

者
）
が
平
成
２６
年
１
月
１
日
現

在
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
市

区
町
村
に
「
給
与
支
払
報
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
シ

ス
テ
ム
）
に
よ
る
提
出
も
可

能
で
す
。
詳
し
く
は

　

地
方

税
電
子
化
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.elta

x
.jp
/

▼
提
出
対
象
者

平
成
２５
年
中
に
給
与
な
ど
の

支
払
い
を
し
た
す
べ
て
の
従

業
員

※
青
色
事
業
専
従
者
、
中
途
退

職
者
、
短
期
雇
用
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
）
も
含
み
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　

１
月
３１
日
㈮

▼
提
出
先

従
業
員
の
平
成
２６
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課

　

市
民
税
係

内
線
５
１
６
６
、
５
１
６
７



屋外広告物に関する新しいルールについて

■指定した区域

羽場大瀬木線（未開通部分を含む）から展望できる
範囲のうち、松川切石大橋（羽場町４丁目）から飯田
市北方に接するまでの区間の両側３０メートル

■許可の不要な広告物等

自己用の広告物等で、次の規模を下回る場合には
許可は不要です。

・表示面積の合計が１５㎡以下（地上に設置する広告
物等で道路境界線から５ｍ以内に設置するものは
１面３㎡未満）のもの。

・地上に設置する広告物等で高さ４ｍ以下のもの。

公職選挙法による選挙運動用のもの、法令で義務
づけられたものなどは許可が不要です。
※自己用の広告物等とは、自己の氏名、事業などに関し、自己の
敷地内などに表示、設置するものです。

■許可の有効期間

３年（３年ごとに許可の更新が必要）。許可または更
新のつど所定の手数料が必要です。

■許可の基準

掲出できる面積や高さの基準が、全市的な基準より
厳しいものになっています。

☆くわしくは、市ウェブサイトでご覧になれます。

「飯田市の総合的土地利用計画」  http://www.city.iida.lg.jp/site/tochi/

問い合わせ

地域計画課　内線２７４８・２７５１

市は、都市計画道路羽場大瀬木線の沿道の一部を「屋外広告物特別規制地域」に指定しました（１２月２７日施行）。
指定した区域において屋外広告物を表示、設置または改造しようとする場合は、原則として市長の許可が必要です。

書
き
そ
ん
じ
は
が
き

収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
書
き
そ
ん
じ

は
が
き
を
集
め
、
発
展
途
上
国

の
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

人
々
へ
の
教
育
支
援
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

　

１
枚
の
は
が
き
が
、
ネ
パ
ー

ル
で
は
鉛
筆
７
本
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
は
ノ
ー
ト
２
冊
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
は
消
し
ゴ
ム
２
個
、

ラ
オ
ス
で
は
チ
ョ
ー
ク
３５
本
に

な
り
ま
す
。
１
枚
で
も
結
構
で

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
世
界
に
は
、
貧
困
な
ど
様
々

な
事
情
か
ら
学
校
に
通
え
な

い
子
ど
も
が
約
６
１
０
０
万

人
、
そ
し
て
学
校
に
行
け
な

い
ま
ま
大
人
に
な
り
、
文
字

の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
人

が
約
７
億
７
５
０
０
万
人
い

ま
す
。

※
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動

は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
に

「
寺
子
屋
＝
学
び
の
場
」
を

提
供
し
、
教
育
を
支
援
す
る

運
動
で
す
。

▼
期
間

３
月
１２
日
㈬
ま
で

▼
受
付
方
法

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、

市
役
所
受
付
、
り
ん
ご
庁
舎

市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、

図
書
館
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

市
内
の
各
小
・
中
学
校
で
も

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

地
育
力
向
上
係

　

内
線
３
５
７
９

川
本
人
形
美
術
館
展
示
替

　

川
本
人
形
美
術
館
の
展
示
が

１２
月
７
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
（
平
成
２６
年
５
月
ま
で

の
予
定
）　

テ
ー
マ
は
「
三
国
志
―
桃
園

の
誓
い
か
ら
三
顧
の
礼
―
」。

　

今
回
は
「
火
宅
」、「
李
白
」、

「
花
折
り
」
、
「
不
射
之
射
」
、

　

「
道
成
寺
」
、
「
鬼
」
な
ど
の
人

形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
人

形
も
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館

０
２
６
５（
２
３
）３
５
９
４

詳しくは窓口、営業係、ホームページをご覧下さい。

http://www.i idashinkin.co. jp/
70120-805-123

●広報いいだ　掲載広告

特別金利定期預金

特別金利は、初回満期日までとさせていただきます。
※満期時には、満期日当日の店頭表示金利で自動継続となります。
●お預け入れ金額／お一人様10万円以上1,000万円以内
●預金の種類／スーパー定期
●ご利用の対象／個人のお客様の新規のお預け入れに限らせていただきます。

詳しくは窓口、営業係、ホームページをご覧下さい。

http://www.i idashinkin.co. jp/
70120-805-123

5年 年0.35%
税引後：年0.278％

3年 年0.25%
税引後：年0.199％

1年 年0.15%
税引後：年0.119％

お 取 扱 期 間

11月11日●月　　1月17日●金  
平成25年 平成26年

特別金利定期預金

特別金利は、初回満期日までとさせていただきます。
※満期時には、満期日当日の店頭表示金利で自動継続となります。
お預け入れ金額／お一人様10万円以上1,000万円以内

ご利用の対象／個人のお客様の新規のお預け入れに限らせていただきます。

5年
3年
1年

17日●●金●  ●  ●

ご利用の対象／個人のお客様の新規のお預け入れに限らせていただきます。

こ
と
し
の
冬
は

ワ
ン「
暖
」
フ
ル
！

ダ

2014年1月17日（金）まで

店頭に説明書をご用意しております

お取扱い期間 「暖」を10万円以上お預け入れの方に
「干支の置物」または「アンパンマン貯
金箱」をプレゼント！

２０１４.１.１［広報いいだ］15

１月１５日号は休刊です



［広報いいだ］２０１４.１.１ 16

人事行政の運営状況をお知らせします 人事行政の運営状況をお知らせします 

市職員の給与や定員管理の状況などを市民の皆さんによりいっそう理解していただくため、地方公務員法・市の条
例の規定に基づき、毎年その状況を公表しています。なお公表内容は、特段の説明がない限り一般職の正規職員の
状況となっています。

採用・退職、職員数の状況

(１) 採用・退職の状況

(２) 職員数の状況

※一般行政職：事務職、技師（土木、建築等）
　　専門職：保健師、保育士、介護員、教諭等
　　医療技術職：薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療法士、管理栄養士、作業療法士、言語聴覚士その他の病院勤務職
　技能労務職：調理員等

職員給与の状況

(１) 人件費の状況（各年度普通会計決算)

(２) 職員手当の状況（２５年４月１日現在の制度)

(６) 職員（職責別）の年間平均給与額（２４年度）

(５) 特別職の退職手当

(３) 特別職の報酬等の状況（２５年４月１日現在）

※諸手当は、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などであり、退職手当は含みません。職員数は各年４月１日現在。

※職員数は、一般職（教育長除く）の職員数です。

２５年４月１日現在の普通会計職員数は、前年比△２人
(０.２％)減となっています。その他会計職員数は、前年比
１１人(１.４％）増となっており、主に病院機能充実のため看
護職等の医療職職員の採用を増やしたことによるもので
す。

(３) 職員数の県内他市との比較

(４) 定員適正化計画（６次）の進捗状況

２５年４月１日現在の市民１万人あたりの普通会計職員数は６８.９
人であり、県内１９市との比較では少ないほうから７番目となってい
ます。１９市の平均は７０.７人であり、当市の人口規模である約１０万
人に換算して比較すると、飯田市の職員数の水準は平均を１７人下
回っています。

○計画の概要（計画期間：２３年４月１日～２９年４月１日）
２３年４月１日現在の総職員数８２０人（市立病院及び介護老人保健施
設を除く。）を２９年４月１日時点で８００人以下（△２.４%）とするものです。

○進捗状況　　
２５年４月１日現在の実職員数は８１１人であり、計画の起点となる２３年４月の８２０人に比べて△９人（△１.１％）の削減をし
ました。

① 月額支給手当

○市では１５年度、１９年度に特殊勤務手当の精査を行い８手当を廃止しています（２５年４月１日現在１６手当）。

○勤勉手当の支給率は職員の総支給額の上限であり、市では人事評価に基づいた支給率の増減を行っています（現在は管理職のみ）。
○支給率は、国と同じです。

○退職手当の支給率は、国家公務員の退職手当法に準拠して決定しています。

○１４年度から特別職の報酬月額の削減を実施しています。
　　現在の削減率は、理事者（市長･副市長・教育長）が５％です。
○議員（議長、副議長、議員）は、期末手当から報酬月額の３％を減じています。

(４) 職員の初任給の状況（２５年４月１日現在）

○期末勤勉手当の支給率は、国や民間事業所の支給実態調査に基づき人事院勧
告がなされ、これに全国の市町村が準拠して決定しています。また、より当地域の
実態に近いものになるよう長野県の実施する民間調査も考慮されています。

③ 期末・勤勉手当（２５年４月１日現在）

（参考） ２４年４月現在の給料平均額の比較では、県内１９市中飯田市は部長級で１０番目、課長級で８番目、課長補佐級で１０番目、
　　　　　　 係長級で９番目、役職なし主事で４番目となっています。

退職（２４.４.１～２５.３.３１）

採用（２４.４.２～２５.４.１）

一般行政職 専門職 医　　師 看護職 医療技術職 技能労務職 任期付研究員 合　　計

２３ ７ １７ ２１ ３ ０ ２ ７３

２４ ７ １４ ２２ １４ ０ １ ８２

普通会計

その他

H１７.１０.１ H２４.４.１ H２５.４.１ 対前年増減数

（人）　　７５８ ７３２ ７３０ △ ２

６８０ ７６７ ７７８ １１

給料（基本給） 諸手当 期末・勤勉手当 計 

２,６８８,７１６千円 ４５３,９１６千円 ９４９,８３６千円 ４,０９２,４６８千円 ３２７,５００円

２,６９９,０２８千円 ４３５,５０８千円 ９４８,１７９千円 ４,０８２,７１５千円 ３２８,４００円

職 員 給 与 費 （参考）
一般行政職の平均給料月額

２４年度

２３年度

７３２人

７３６人

職員数

項　目 説　　　　　　　　明 国との制度の異同

扶養手当 扶養親族のある職員に支給されます。 同じ

住居手当
借家または借間に居住し、一定額を超える家賃を支払っている職員
に支給されます。

同じ

通勤手当
通勤のために公共交通機関または交通用具等を利用して通勤する
職員に支給されます。

同じ

② 特殊勤務手当（２５年４月の支給実績 地方公務員給与実態調査より）

④ 退職手当（２５年４月１日現在）

給料の調整額（病院勤務職員に支給）、
単身赴任、時間外勤務、休日勤務、夜間勤務、
宿日直、管理職員特別勤務、管理職、災害派遣

⑤ その他の諸手当等

特殊勤務手当は、危険性、不健康性または困難性を伴う勤務に従事した職員に支給される手当です。

○職員数は２４年度末の普通会計職員であり、２４年度中に退職・休職・育児休業した職員、年度中途採用の職員を除いています。
　また、年収額は控除前の額であり、実際には諸税や健康保険・年金の自己負担分などが控除されます。

支 

給 

率

支 

給 

率

部 長 １１人 ５８歳 ０月 ３４歳 　１月
課 長 ４２人 ５５歳 ８月 ３２歳 ７月
課 長 補 佐 ４８人 ５２歳１１月 ２９歳 ７月
係 長 １２１人 ５０歳 ３月 ２７歳１１月
役 職 な し ４８７人 ３９歳 ３月 １６歳 ２月

職
　

責 職員数 平均年齢
平 均

勤続年数
平均給料額

（基本給 年間）
平均手当額
（年間）

年 収
（控除前）

５,２５３,６４１円 ３,０１９,７６９円 ８,２７３,４１０円
４,９７５,００５円 ２,７３１,４４８円 ７,７０６,４５３円
４,７２３,３１９円 ２,２６３,８１７円 ６,９８７,１３６円
４,４４８,６６３円 １,９３２,８３５円 ６,３８１,４９８円
３,４７３,９３３円 １,３５４,５８９円 ４,８２８,５２２円

区　　分 退職手当の算出方法
市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.５０
副市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３５
教育長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３０

区　　分 実支給額 期末手当

副市長
８７６,０００円

教育長
７２０,０００円

６月期　１.４０月分

市議会議長
　　６２４,０００円

１２月期　１.５５月分
市議会副議長

４９９,０００円

　計　　２.９５月分
市議会議員

４３６,０００円

市長

　　４０７,０００円

自己都合 勧　奨 定　年
２３.０３月分 ー ２８.７８７５月分
３２.８３月分 ３８.９５５月分 ３８.９５５月分
４６.５５月分 ５５.８６月分 ５５.８６月分
５５.８６月分 ５５.８６月分 ５５.８６月分

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度

６月期
１２月期

計

期末手当 勤勉手当
１.２２５月分 ０.６７５月分
１.３７５月分 ０.６７５月分
２.６０月分 １.３５月分

行政上級試験採用
(大学卒程度)

１７８,８００円

（総合職）
１８５,８００円

（一般職）
１７２,２００円

行政初級試験採用
(高校卒程度)

１４４,５００円
（一般職）

１４０,１００円

区　　分 飯 田 市 国 

一 般 行 政 職 ２６/６５９人 ０.３万円 税の賦課や徴収、用地交渉、給水停止処分などを行った職員に１日につき定額を支給
医 師 ２４/７９ １４.６ 医療業務に従事する医師に勤務した実績に応じて支給
看護職・保健師 ２６０/４１０ 　  ２.９ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
医 療 技 術 職 ２８/１３５ １.０ 病院で救急患者のために待機を行った職員に１日につき定額を支給
介 護 員 ２４/３５ ２.５ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
調 理 員 １８/５２ ０.５ 早出勤務を行った調理員に時間外勤務手当に替えて１回につき定額を支給

職
　

種 支給職員/職員数
支給職員１人
あたり平均月額

主　な　支　給　内　容

１００

１１０

９０

８０

７０

６０

０
県内各市

市民１万人あたり職員数

１８ページから１９ページへ続く

６８.９人
（１３番目）

２５年４月１日現在
県内１９市平均７０.７人

人事課　人事係　内線３１３２

問い合わせ

飯
田
市

単位：人



２０１４.１.１［広報いいだ］17

１月１５日号は休刊です

人事行政の運営状況をお知らせします 人事行政の運営状況をお知らせします 

市職員の給与や定員管理の状況などを市民の皆さんによりいっそう理解していただくため、地方公務員法・市の条
例の規定に基づき、毎年その状況を公表しています。なお公表内容は、特段の説明がない限り一般職の正規職員の
状況となっています。

採用・退職、職員数の状況

(１) 採用・退職の状況

(２) 職員数の状況

※一般行政職：事務職、技師（土木、建築等）
　　専門職：保健師、保育士、介護員、教諭等
　　医療技術職：薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療法士、管理栄養士、作業療法士、言語聴覚士その他の病院勤務職
　技能労務職：調理員等

職員給与の状況

(１) 人件費の状況（各年度普通会計決算)

(２) 職員手当の状況（２５年４月１日現在の制度)

(６) 職員（職責別）の年間平均給与額（２４年度）

(５) 特別職の退職手当

(３) 特別職の報酬等の状況（２５年４月１日現在）

※諸手当は、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などであり、退職手当は含みません。職員数は各年４月１日現在。

※職員数は、一般職（教育長除く）の職員数です。

２５年４月１日現在の普通会計職員数は、前年比△２人
(０.２％)減となっています。その他会計職員数は、前年比
１１人(１.４％）増となっており、主に病院機能充実のため看
護職等の医療職職員の採用を増やしたことによるもので
す。

(３) 職員数の県内他市との比較

(４) 定員適正化計画（６次）の進捗状況

２５年４月１日現在の市民１万人あたりの普通会計職員数は６８.９
人であり、県内１９市との比較では少ないほうから７番目となってい
ます。１９市の平均は７０.７人であり、当市の人口規模である約１０万
人に換算して比較すると、飯田市の職員数の水準は平均を１７人下
回っています。

○計画の概要（計画期間：２３年４月１日～２９年４月１日）
２３年４月１日現在の総職員数８２０人（市立病院及び介護老人保健施
設を除く。）を２９年４月１日時点で８００人以下（△２.４%）とするものです。

○進捗状況　　
２５年４月１日現在の実職員数は８１１人であり、計画の起点となる２３年４月の８２０人に比べて△９人（△１.１％）の削減をし
ました。

① 月額支給手当

○市では１５年度、１９年度に特殊勤務手当の精査を行い８手当を廃止しています（２５年４月１日現在１６手当）。

○勤勉手当の支給率は職員の総支給額の上限であり、市では人事評価に基づいた支給率の増減を行っています（現在は管理職のみ）。
○支給率は、国と同じです。

○退職手当の支給率は、国家公務員の退職手当法に準拠して決定しています。

○１４年度から特別職の報酬月額の削減を実施しています。
　　現在の削減率は、理事者（市長･副市長・教育長）が５％です。
○議員（議長、副議長、議員）は、期末手当から報酬月額の３％を減じています。

(４) 職員の初任給の状況（２５年４月１日現在）

○期末勤勉手当の支給率は、国や民間事業所の支給実態調査に基づき人事院勧
告がなされ、これに全国の市町村が準拠して決定しています。また、より当地域の
実態に近いものになるよう長野県の実施する民間調査も考慮されています。

③ 期末・勤勉手当（２５年４月１日現在）

（参考） ２４年４月現在の給料平均額の比較では、県内１９市中飯田市は部長級で１０番目、課長級で８番目、課長補佐級で１０番目、
　　　　　　 係長級で９番目、役職なし主事で４番目となっています。

退職（２４.４.１～２５.３.３１）

採用（２４.４.２～２５.４.１）

一般行政職 専門職 医　　師 看護職 医療技術職 技能労務職 任期付研究員 合　　計

２３ ７ １７ ２１ ３ ０ ２ ７３

２４ ７ １４ ２２ １４ ０ １ ８２

普通会計

その他

H１７.１０.１ H２４.４.１ H２５.４.１ 対前年増減数

（人）　　７５８ ７３２ ７３０ △ ２

６８０ ７６７ ７７８ １１

給料（基本給） 諸手当 期末・勤勉手当 計 

２,６８８,７１６千円 ４５３,９１６千円 ９４９,８３６千円 ４,０９２,４６８千円 ３２７,５００円

２,６９９,０２８千円 ４３５,５０８千円 ９４８,１７９千円 ４,０８２,７１５千円 ３２８,４００円

職 員 給 与 費 （参考）
一般行政職の平均給料月額

２４年度

２３年度

７３２人

７３６人

職員数

項　目 説　　　　　　　　明 国との制度の異同

扶養手当 扶養親族のある職員に支給されます。 同じ

住居手当
借家または借間に居住し、一定額を超える家賃を支払っている職員
に支給されます。

同じ

通勤手当
通勤のために公共交通機関または交通用具等を利用して通勤する
職員に支給されます。

同じ

② 特殊勤務手当（２５年４月の支給実績 地方公務員給与実態調査より）

④ 退職手当（２５年４月１日現在）

給料の調整額（病院勤務職員に支給）、
単身赴任、時間外勤務、休日勤務、夜間勤務、
宿日直、管理職員特別勤務、管理職、災害派遣

⑤ その他の諸手当等

特殊勤務手当は、危険性、不健康性または困難性を伴う勤務に従事した職員に支給される手当です。

○職員数は２４年度末の普通会計職員であり、２４年度中に退職・休職・育児休業した職員、年度中途採用の職員を除いています。
　また、年収額は控除前の額であり、実際には諸税や健康保険・年金の自己負担分などが控除されます。

支 

給 

率

支 

給 

率

部 長 １１人 ５６歳 ０月 ３４歳 　１月
課 長 ４２人 ５５歳 ８月 ３２歳 ７月
課 長 補 佐 ４８人 ５２歳１１月 ２９歳 ７月
係 長 １２１人 ５０歳 ３月 ２７歳１１月
役 職 な し ４８７人 ３９歳 ３月 １６歳 ２月

職
　

責 職員数 平均年齢
平 均

勤続年数
平均給料額

（基本給 年間）
平均手当額
（年間）

年 収
（控除前）

５,２５３,６４１円 ３,０１９,７６９円 ８,２７３,４１０円
４,９７５,００５円 ２,７３１,４４８円 ７,７０６,４５３円
４,７２３,３１９円 ２,２６３,８１７円 ６,９８７,１３６円
４,４４８,６６３円 １,９３２,８３５円 ６,３８１,４９８円
３,４７３,９３３円 １,３５４,５８９円 ４,８２８,５２２円

区　　分 退職手当の算出方法
市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.５０
副市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３５
教育長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３０

区　　分 実支給額 期末手当

副市長
８７６,０００円

教育長
７２０,０００円

６月期　１.４０月分

市議会議長
　　６２４,０００円

１２月期　１.５５月分
市議会副議長

４９９,０００円

　計　　２.９５月分
市議会議員

４３６,０００円

市長

　　４０７,０００円

自己都合 勧　奨 定　年
２３.０３月分 ー ２８.７８７５月分
３２.８３月分 ３８.９５５月分 ３８.９５５月分
４６.５５月分 ５５.８６月分 ５５.８６月分
５５.８６月分 ５５.８６月分 ５５.８６月分

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度

６月期
１２月期

計

期末手当 勤勉手当
１.２２５月分 ０.６７５月分
１.３７５月分 ０.６７５月分
２.６０月分 １.３５月分

行政上級試験採用
(大学卒程度)

１７８,８００円

（総合職）
１８５,８００円

（一般職）
１７２,２００円

行政初級試験採用
(高校卒程度)

１４４,５００円
（一般職）

１４０,１００円

区　　分 飯 田 市 国 

一 般 行 政 職 ２６/６５９人 ０.３万円 税の賦課や徴収、用地交渉、給水停止処分などを行った職員に１日につき定額を支給
医 師 ２４/７９ １４.６ 医療業務に従事する医師に勤務した実績に応じて支給
看護職・保健師 ２６０/４１０ 　  ２.９ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
医 療 技 術 職 ２８/１３５ １.０ 病院で救急患者のために待機を行った職員に１日につき定額を支給
介 護 員 ２４/３５ ２.５ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
調 理 員 １８/５２ ０.５ 早出勤務を行った調理員に時間外勤務手当に替えて１回につき定額を支給

職
　

種 支給職員/職員数
支給職員１人
あたり平均月額

主　な　支　給　内　容

１００

１１０

９０

８０

７０

６０

０
県内各市

市民１万人あたり職員数

１８ページから１９ページへ続く

６８.９人
（１３番目）

２５年４月１日現在
県内１９市平均７０.７人

人事課　人事係　内線３１３２

問い合わせ

飯
田
市

単位：人



［広報いいだ］２０１４.１.１18

００～００ページから

(７) 職員給与費の適正化の状況　（２４年度普通会計決算）

市では、行財政改革大綱に基づき、職員給与の適正化に努めています。平成８年度から取り組んでいる全職員の昇給抑制、給料
表の減額改正、５５歳超の管理職員の給料月額１.５%減額その他給与制度・諸手当の見直し、職員数の削減により、平成８年のピーク
時に比べ１６.１％削減しています。また、時間外勤務の徹底した管理により平成８年のピーク時に比べ約１割削減し、手当額を昨年と
同水準に縮減しています。

① 職員給与費の削減状況

地方公務員の給与は、法律により国や他の自治体職員との均衡を図る必要があるとされており、そのための目安となる指標がいく
つかあります。２４年度普通会計決算に基づく県内各市との主な指標の比較は次のとおりです。

② 職員給与の県内各市（１９市）との比較

勤務時間その他の勤務条件の状況

(１) 勤務時間、休憩時間、休日など　（２５年４月１日現在　標準職場の例）

(１) 職員研修の状況　（２４年度）

(２) 休暇・休業の状況

※業務内容により上記の勤務時間によらない職場や交代制勤務職場などでは、別に勤務時間を定めています。

※療養休暇、産前産後休暇、介護休暇、育児休業の取得状況は、期間内に休暇等を開始した職員の延べ人数となっています。

※処分件数は職員の延べ人数となっています。○市では、実際に支払われた決算額に基づく指標で県内各

市と職員給与を比較した場合、他市に比べて著しく高い職

員給与ではないものと考えておりますが、市の財政状況な

どを踏まえまして、引き続き職員給与の適正化に努力して

いきます。

○また、１８年４月に公務員の給与をよりその地域の民間給与

実態に合わせるための制度改正が行われ、飯田市でも職

員の給料表の水準を平均４.８％引き下げました。

１年間に支払われたすべての給与費を市の人口で割ったも
のです。職員の給与が人口規模に見合ったものであるか判断
できます。

市の職員には服務上の義務が地方公務員法によって
規定されています。主な義務は右のとおりです。
なお、職務専念義務と営利企業等への従事制限につ
いては、条例規則等で定める一定の条件のもと、免除ま
たは許可を行う場合があります。

市全体の支出に占める職員給与の割合です。市の財政規模（予算の大
きさ、つまり仕事量）に対して職員の給与が適正であるか判断できます。

ラスパイレス指数は、国と市の一般行政職（税務部門や企業職、
病院などを除く）の職員の基本給（４月分）を比較しています。１００以
下であれば国を下回っていることになります。

分限処分・懲戒処分等の状況

服務の状況

研修および勤務成績の評定の状況
(１) 福利厚生制度の状況　（２４年度）

(２) 公務災害の状況

福祉および利益の保護の状況

公平委員会の報告事項

※参加者には一部、臨時非常勤職員を含み、配属先の業務に係る専門研修を除きます。

１
２

３

新規採用職員研修（採用前、接遇、前期、３カ月経過、文書事務・情報セキュリティ、正式任用前）
年齢別階層別研修（危機管理、新任課長・課長補佐・係長、中堅職員、住民満足度向上、政策形成、法制執務、
キャリアデザイン、人事評価、地方自治法）
選択研修（マネジメント、カウンセリング、ISO、育成キャリア、地域課題、市町村アカデミー、地域リーダー養成塾、
救急救命、中央省庁等長期派遣）

３１１人
４２８人

１,１７６人

市の職員が公務上、死亡したり、負傷または疾病にかかったり、またはその結果で障害が残った
場合には、公務災害補償（民間の労働災害保険にあたるもの）が行われます。

(２) 勤務成績の評定の状況　（２５年４月１日現在の制度）

市では職員の人材育成を目的として人事評価制度を導入して
おり、職員一人ひとりの資質の向上や組織として最大限の成果を
発揮できる仕組みづくりを進めています。
また、職員の能力や実績をより重視した処遇確立のため、給与

制度や昇任制度の見直しを行っています。

市の職員は労働基本権が制限されているため、その代償的措置として、公平委員会に対して勤務条件に対する措置要求や不利益処分

に対する不服申立てできる制度が用意されています。２４年度は、措置要求、不服申立ともにありませんでした。

普通会計決算額　２７,９８４千円（前年度 １３,０８５千円）                                                                  　　　　　      延べ参加者

市
民
１
人
あ
た
り
の

職
員
給
与
費（
１９
市
）飯田市：ラスパイレス指数９７.４（７番目）   平均給料月額３２.５万円（８番目）
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０.０

９４.０

９５.０

９６.０

９７.０

９８.０

９９.０

１０１.０

１００.０

ラス指数

０.０

３１

３２

３３

３４

３５

３６
平均給料月額（万円）

平均給料月額 ラス指数

飯
田
市

飯
田
市

０.０

４.０

３.５

４.５

５.５

６.０

６.５

５.０

（万円）

 ３.９万円
（１２番目）

県内各市

飯
田
市

０

８

９

１０

１１

１２
 

   ９.５％
（１３番目）

飯
田
市

（％）

県下各市

飯
田
市

昇任に係る人事評価 年２回（６月、１１月） 該当職員

目標管理の成果確認
および勤務実績評価

年２回（９月、３月）

評定の種類 実施時期 被評定者

年１回　（９月）昇給に係る人事評価
全職員

服務上の義務
（地方公務員法）

職務専念義務、信用失墜行為の禁止、
守秘義務、政治的行為の制限、争議行為
等の禁止、営利企業等への従事制限

上記義務に対する
違反（２４年度） １件

１週間の
勤務時間

週休日 ・ 休 日

３８時間４５分
週休日：土曜日・日曜日
休　日：祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）

正午～午後１時午前８時３０分 午後５時１５分

始業時刻 終業時刻 休憩時間

１日の勤務時間の割り振り

年次休暇
（有給）

１年につき２０日付与　　※翌年に限り繰越可能（最大２０日） 平均取得日数７.３日（消化率１９.２%）

療養休暇
（有給）

負傷又は疾病のため、療養する必要がある場合に認められる休暇
療養に要する期間を付与（疾病等の種類により最大９０日/１８０日）

１週間を超える療養休暇取得者 延べ６２人

特別休暇
（有給）

結婚、産前産後、忌引など特別な事由がある場合に認められる休暇
休暇の種類により異なる期間を付与

代表的な産前産後休暇の取得者 延べ７９人

介護休暇
（無給）

日常生活に支障がある特定の家族を介護する場合に認められる休暇
連続する６月の期間内において必要と認められる期間を付与

０人

組合休暇
（無給）

職員団体の業務に従事する場合に認められる休暇
１年につき３０日以内で付与

０人

育児休業
（無給）

３歳に満たない子を養育する場合に承認される休業 延べ４２人

休暇等の種類 概　要 ・ 付与日数等 取得状況等（２４.１.１～２４.１２.３１）

公務災害補償の
請求件数（２４年度）

６件

職員の健康管理

職員共済会への
補助

普通会計決算額　９,５３８千円　（前年度 ９,６２１千円）
市が地方公務員法の規定により事業主として行うべき厚生事業の一部を、条例に基づき設置している職員の
互助組織（飯田市では「職員共済会」といいます）に実施させており、それに要する費用の一部を職員共済会
に対し補助しています。
主な職員共済会事業：相互扶助事業、福利厚生事業、体育事業、健康管理事業

普通会計決算額　１６,６８２千円　（前年度 １５,９６３千円）

職員の健康管理事業は、地方公務員法や労働安全衛生法などの規定に基づき実施するものです。
上記の事業は、事業主の一部負担（市費）のほか、職員共済会、共済組合（公務員が加入する健康保険）、職
員の個人負担などにより実施しています。

１
２
３

人間ドック
定期健康診断
健康診断結果による保健指導

８５９人
１,４７７人
　　　２３人

受診者
４
５
６

婦人科検診
歯科検診
メンタルヘルス対策（研修）

２６６人
７人

１７５人

受診者

※受診者には一部、臨時非常勤職員を含みます。

種　類 概　　　　　　　　　　要 処分件数等　（２４年度）

分限処分

懲戒処分・
　矯正措置

職員が重い病気など一定の事由によってその職務を十分に果たすことが
できない場合や廃職・過員などが生じた場合に、本人の意に反してその身
分に不利益な変動をもたらす処分です。

懲戒処分は職員の義務違反に対する道義的責任を問う制裁処分です。
この懲戒処分とは別に、訓告や口頭厳重注意などの矯正措置があります。

分限処分１２件
（免職０、休職１２、降任０、降給０）

懲戒処分０件
（免職０、停職０、減給０、戒告０）

訓告等 １件
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(７) 職員給与費の適正化の状況　（２４年度普通会計決算）

市では、行財政改革大綱に基づき、職員給与の適正化に努めています。平成８年度から取り組んでいる全職員の昇給抑制、給料
表の減額改正、５５歳超の管理職員の給料月額１.５%減額その他給与制度・諸手当の見直し、職員数の削減により、平成８年のピーク
時に比べ１６.１％削減しています。また、時間外勤務の徹底した管理により平成８年のピーク時に比べ約１割削減し、手当額を昨年と
同水準に縮減しています。

① 職員給与費の削減状況

地方公務員の給与は、法律により国や他の自治体職員との均衡を図る必要があるとされており、そのための目安となる指標がいく
つかあります。２４年度普通会計決算に基づく県内各市との主な指標の比較は次のとおりです。

② 職員給与の県内各市（１９市）との比較

勤務時間その他の勤務条件の状況

(１) 勤務時間、休憩時間、休日など　（２５年４月１日現在　標準職場の例）

(１) 職員研修の状況　（２４年度）

(２) 休暇・休業の状況

※業務内容により上記の勤務時間によらない職場や交代制勤務職場などでは、別に勤務時間を定めています。

※療養休暇、産前産後休暇、介護休暇、育児休業の取得状況は、期間内に休暇等を開始した職員の延べ人数となっています。

※処分件数は職員の延べ人数となっています。○市では、実際に支払われた決算額に基づく指標で県内各

市と職員給与を比較した場合、他市に比べて著しく高い職

員給与ではないものと考えておりますが、市の財政状況な

どを踏まえまして、引き続き職員給与の適正化に努力して

いきます。

○また、１８年４月に公務員の給与をよりその地域の民間給与

実態に合わせるための制度改正が行われ、飯田市でも職

員の給料表の水準を平均４.８％引き下げました。

１年間に支払われたすべての給与費を市の人口で割ったも
のです。職員の給与が人口規模に見合ったものであるか判断
できます。

市の職員には服務上の義務が地方公務員法によって
規定されています。主な義務は右のとおりです。
なお、職務専念義務と営利企業等への従事制限につ
いては、条例規則等で定める一定の条件のもと、免除ま
たは許可を行う場合があります。

市全体の支出に占める職員給与の割合です。市の財政規模（予算の大
きさ、つまり仕事量）に対して職員の給与が適正であるか判断できます。

ラスパイレス指数は、国と市の一般行政職（税務部門や企業職、
病院などを除く）の職員の基本給（４月分）を比較しています。１００以
下であれば国を下回っていることになります。

分限処分・懲戒処分等の状況

服務の状況

研修および勤務成績の評定の状況
(１) 福利厚生制度の状況　（２４年度）

(２) 公務災害の状況

福祉および利益の保護の状況

公平委員会の報告事項

※参加者には一部、臨時非常勤職員を含み、配属先の業務に係る専門研修を除きます。

１
２

３

新規採用職員研修（採用前、接遇、前期、３カ月経過、文書事務・情報セキュリティ、正式任用前）
年齢別階層別研修（危機管理、新任課長・課長補佐・係長、中堅職員、住民満足度向上、政策形成、法制執務、
キャリアデザイン、人事評価、地方自治法）
選択研修（マネジメント、カウンセリング、ISO、育成キャリア、地域課題、市町村アカデミー、地域リーダー養成塾、
救急救命、中央省庁等長期派遣）

３１１人
４２８人

１,１７６人

市の職員が公務上、死亡したり、負傷または疾病にかかったり、またはその結果で障害が残った
場合には、公務災害補償（民間の労働災害保険にあたるもの）が行われます。

(２) 勤務成績の評定の状況　（２５年４月１日現在の制度）

市では職員の人材育成を目的として人事評価制度を導入して
おり、職員一人ひとりの資質の向上や組織として最大限の成果を
発揮できる仕組みづくりを進めています。
また、職員の能力や実績をより重視した処遇確立のため、給与

制度や昇任制度の見直しを行っています。

市の職員は労働基本権が制限されているため、その代償的措置として、公平委員会に対して勤務条件に対する措置要求や不利益処分

に対する不服申立てできる制度が用意されています。２４年度は、措置要求、不服申立ともにありませんでした。

普通会計決算額　２７,９８４千円（前年度 １３,０８５千円）                                                                  　　　　　      延べ参加者

市
民
１
人
あ
た
り
の

職
員
給
与
費（
１９
市
）飯田市：ラスパイレス指数９７.４（７番目）   平均給料月額３２.５万円（８番目）

２４
年
４
月
分
の
平
均
給
料
月
額
に

基
づ
く
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と

２５
年
４
月
分
の
平
均
給
料
額
の
比
較（
１９
市
）

市
全
体
の
支
出
に
占
め
る

職
員
給
与
費
の
割
合（
１９
市
）

０.０

９４.０

９５.０

９６.０

９７.０

９８.０

９９.０

１０１.０

１００.０

ラス指数

０.０

３１

３２

３３

３４

３５

３６
平均給料月額（万円）

平均給料月額 ラス指数
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市
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０.０

４.０

３.５

４.５

５.５

６.０

６.５

５.０

（万円）

 ３.９万円
（１２番目）
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市

０

８

９

１０

１１
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（１３番目）

飯
田
市

（％）

県下各市

飯
田
市

昇任に係る人事評価 年２回（６月、１１月） 該当職員

目標管理の成果確認
および勤務実績評価

年２回（９月、３月）

評定の種類 実施時期 被評定者

年１回　（９月）昇給に係る人事評価
全職員

服務上の義務
（地方公務員法）

職務専念義務、信用失墜行為の禁止、
守秘義務、政治的行為の制限、争議行為
等の禁止、営利企業等への従事制限

上記義務に対する
違反（２４年度） １件

１週間の
勤務時間

週休日 ・ 休 日

３８時間４５分
週休日：土曜日・日曜日
休　日：祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）

正午～午後１時午前８時３０分 午後５時１５分

始業時刻 終業時刻 休憩時間

１日の勤務時間の割り振り

年次休暇
（有給）

１年につき２０日付与　　※翌年に限り繰越可能（最大２０日） 平均取得日数７.３日（消化率１９.２%）

療養休暇
（有給）

負傷又は疾病のため、療養する必要がある場合に認められる休暇
療養に要する期間を付与（疾病等の種類により最大９０日/１８０日）

１週間を超える療養休暇取得者 延べ６２人

特別休暇
（有給）

結婚、産前産後、忌引など特別な事由がある場合に認められる休暇
休暇の種類により異なる期間を付与

代表的な産前産後休暇の取得者 延べ７９人

介護休暇
（無給）

日常生活に支障がある特定の家族を介護する場合に認められる休暇
連続する６月の期間内において必要と認められる期間を付与

０人

組合休暇
（無給）

職員団体の業務に従事する場合に認められる休暇
１年につき３０日以内で付与

０人

育児休業
（無給）

３歳に満たない子を養育する場合に承認される休業 延べ４２人

休暇等の種類 概　要 ・ 付与日数等 取得状況等（２４.１.１～２４.１２.３１）

公務災害補償の
請求件数（２４年度）

６件

職員の健康管理

職員共済会への
補助

普通会計決算額　９,５３８千円　（前年度 ９,６２１千円）
市が地方公務員法の規定により事業主として行うべき厚生事業の一部を、条例に基づき設置している職員の
互助組織（飯田市では「職員共済会」といいます）に実施させており、それに要する費用の一部を職員共済会
に対し補助しています。
主な職員共済会事業：相互扶助事業、福利厚生事業、体育事業、健康管理事業

普通会計決算額　１６,６８２千円　（前年度 １５,９６３千円）

職員の健康管理事業は、地方公務員法や労働安全衛生法などの規定に基づき実施するものです。
上記の事業は、事業主の一部負担（市費）のほか、職員共済会、共済組合（公務員が加入する健康保険）、職
員の個人負担などにより実施しています。

１
２
３

人間ドック
定期健康診断
健康診断結果による保健指導

８５９人
１,４７７人
　　　２３人

受診者
４
５
６

婦人科検診
歯科検診
メンタルヘルス対策（研修）

２６６人
７人

１７５人

受診者

※受診者には一部、臨時非常勤職員を含みます。

種　類 概　　　　　　　　　　要 処分件数等　（２４年度）

分限処分

懲戒処分・
　矯正措置

職員が重い病気など一定の事由によってその職務を十分に果たすことが
できない場合や廃職・過員などが生じた場合に、本人の意に反してその身
分に不利益な変動をもたらす処分です。

懲戒処分は職員の義務違反に対する道義的責任を問う制裁処分です。
この懲戒処分とは別に、訓告や口頭厳重注意などの矯正措置があります。

分限処分１２件
（免職０、休職１２、降任０、降給０）

懲戒処分０件
（免職０、停職０、減給０、戒告０）

訓告等 １件
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バス･乗合タクシーの年末年始の運行について
１２月３１日㈫から１月３日㈮までの間 のバスと乗合タクシーの運行は、下表のとおり

運行ダイヤが変更となりますのでお間違えのないようお願いいたします。

◆ 問い合わせ ◆
リニア推進課　内線３３２２

運行事業者

市民バス循環線

広域バス駒場線

広域バス遠山郷線

市民バス大休線

市民バス千代線 信南交通

市民バス久堅線

市民バス三穂線

広域バス阿島線

広域バス平岡線

かざこし線

三穂線

飯田風越タクシー

川路線
朝日交通

竜東線

上市田線

南信州広域タクシー

遠山郷線

北部タクシー

上村線

下栗線

須沢線

天竜観光タクシー

上島線

八重河内線

平岡線
遠山タクシー

０２６５-２４-０００５

０２６５-２２-０４８９

０２６５-２３-６８５１

０２６５-２８-２８２８
０２６５-３５-９３３２

０２６０-３６-２２０５

０２６０-３２-２０６１

路線名

バ

　

ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

４
㈯

３
㈮

２
㈭

１/１
㈷

３１
㈫

１２/３０
㈪

運

　
　

休

運

　
　

休

運

　
　

休

運

　
　

休

運

　
　

休

運

　
　

休

運

　
　

休

日
曜
ダ
イ
ヤ

日
曜
ダ
イ
ヤ

日
曜
ダ
イ
ヤ

通

　

常

　

運

　

行

日曜ダイヤ 日曜ダイヤ 日曜ダイヤ

運　　　　　休 おさひめタクシー ０２６５-２３-２９２９遠山郷高校通学支援線

通

　

常

　

運

　

行
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コオーディネーショントレーニングを学ぶ会 ｉｎ 飯田コオーディネーショントレーニングを学ぶ会 ｉｎ 飯田

コオーディネーション
トレーニングとは？

一般的に言われる「運動神経」や「運動セン

ス」を高めるトレーニング。運動神経そのもの

を向上させるだけでなく、その土台となる運動

能力（学ぶ力）を養うことを目的としています。

学ぶ会は、このトレーニングを

実践を通して学び、さまざまな場面で

役立てていただける考え方や

理論を習得する機会となる講座です。

生涯学習・スポーツ課 　内線５５７１

※お申込みには別途手続きが必要となります。

飯田勤労者体育センター（飯田市松尾明７４４４－２）

スポーツクラブなどの指導者、幼小の子供を持つ親　など

４０人（先着順）

５００円（当日持参）

運動のできる服装、室内靴、飲み物、タオル、昼食

おさひめタクシー ０２６５-２３-２９２９

飯田飯田

実践を通して学び、さまざまな場面で

理論を習得する機会となる講座です。

参加者

 募集！

申し込み・問い合わせ

１月２５日（土）　１０時～１５時 （受付９時３０分～）

申込締切

参 加 費

定 員

対 象 者

会 場

日 時

持 ち 物

１月１７日（金）



放
送
大
学
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

創
立
３０
周
年
を
迎
え
た
放
送

大
学
で
は
、
平
成
２６
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学

ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
教

養
を
深
め
た
い
、
仕
事
に
活
か

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で

お
送
り
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
限

２
月
２８
日
㈮
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
６
６（
５
８
）２
３
３
２

○
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.o
u
j.a
c.jp

　

交
換
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法

な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
受
入
期
間

平
成
２６
年
３
月
下
旬
～
平
成

２７
年
２
月
上
旬（
約
１０
カ
月
）

▼
受
け
入
れ
る
留
学
生

グ
ア
テ
マ
ラ
出
身
の
男
子
高

校
生
で
、
飯
田
風
越
高
校
国

際
教
養
科
へ
通
学
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
課

内
線
５
３
５
３

交
換
留
学
生

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

美
博
の
自
然
講
座

　

伊
那
谷
の
自
然
と
保
護
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

学
び
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

▼
環
境
講
座

○
日
時

１
月
２６
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
場
所

　

美
術
博
物
館
講
堂

▼
「
お
金
の
博
物
誌
」
講
演
会

美
博
で
開
催
し
て
い
る
企
画

展
「
お
金
の
博
物
誌
」
に
関

す
る
講
演
会
を
行
な
い
ま
す
。

○
日
時

１
月
１２
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
場
所

　

美
術
博
物
館
講
堂

○
演
題

下
伊
那
の
町
村
札
・
商
品
札

企
画
展
「
お
金
の
博
物
館
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

○
講
師

伊
坪
達
郎
さ
ん

（
歴
史
研
究
所
調
査
研
究
員
）

※
聴
講
無
料
・
申
込
不
要

▼
古
代
の
お
金
づ
く
り

溶
か
し
た
金
属
を
型
に
流
し

込
ん
で
、
富
本
銭
や
和
同
開

珎
の
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
を
し

ま
す
。

○
日
時

１
月
２６
日
㈰

午
後
３
時
～
４
時

○
場
所

美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

○
参
加
費

　

２
０
０
円

○
定
員

　

３０
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

○
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
往
復
は

が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切

１
月
１９
日
㈰
（
必
着
）

▼
展
示
解
説
会

○
日
時

１
月
２６
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

○
場
所

美
術
博
物
館
展
示
室
Ｂ

※
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
９
５
―
０
０
０
３

上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１

上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

kouko@
iida-m

useum
.org

○
テ
ー
マ

小
笠
原
の
自
然
と
現
状

○
講
師

明
石
浩
司
さ
ん

（
日
本
森
林
技
術
協
会
）

▼
生
物
講
座

○
日
時

２
月
１
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
場
所

美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

○
テ
ー
マ

下
伊
那
の
ト
ン
ボ
調
査

○
講
師

下
伊
那
教
育
会
生
物
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

第
６
回
伊
那
谷
地
名
講
座

　

「
天
白
信
仰
」、「
白
山
信
仰
」

の
両
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た

「
か
ざ
こ
し
山
」、
そ
の
裾
野
に

広
が
る
教
場
と
し
て
の
「
飯

田
」
の
地
名
を
、
他
地
域
の
同

じ
「
飯
田
」
地
名
と
比
較
し
な

が
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　
　
　

２
月
１
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　
　
　

中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
テ
ー
マ

飯
田
の
地
名
と
白
山
信
仰
―

麻
績
の
天
白
、
修
験
道
と
し

て
の
白
山
信
仰
―

▼
講
師

　
　
　

今
村
光
利
さ
ん

（
伊
那
谷
地
名
研
究
会
会
員
）

▼
参
加
費

　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６
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１月１５日号は休刊です



ご
存
じ
で
す
か
？

成
年
後
見
制
度

　

「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い

て
、
そ
の
制
度
や
利
用
方
法
な

ど
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
と
職
員
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
学
び
ま
す
。

▼
対
象

　

一
般

▼
日
時

　

１
月
１９
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　
　

中
央
図
書
館

２
階
研
修
室

▼
講
師

　
　

い
い
だ
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

▼
参
加
費

　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
　

中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

こ
ど
も
の
発
達
を
支
え

る
研
修
会

　

「
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

か
」
「
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た

ち
を
支
援
し
て
い
っ
た
ら
よ
い

の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
具
体
例

に
沿
っ
た
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▼
対
象

子
育
て
中
の
保
護
者
の
方

発
達
支
援
に
携
わ
る
方
な
ど

▼
日
時

１
月
２６
日
㈰

○
保
護
者
向
け
講
演
会

午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

（
受
付

　

午
前
１０
時
～
）

○
支
援
者
向
け
講
演
会

午
後
１
時
～
３
時

（
受
付

　

午
後
０
時
３０
分
～
）

▼
場
所

　

鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

本
田
秀
夫
さ
ん
（
山
梨
県
立

こ
こ
ろ
の
発
達
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
）

▼
演
題

○
保
護
者
向
け
講
演
会

子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
合
わ
せ
た
親
の
役
割

○
支
援
者
向
け
講
演
会

特
有
の
発
達
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
た
支
援
と
は

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

１
月
１６
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

発
達
支
援
担
当

内
線
５
３
４
７

０
２
６
５（
２
２
）８
１
３
３
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私の省エネライフ
～家庭でできる省エネ活動紹介～

飯
田
下
伊
那
の
３１
事
業
所（
飯
田
市

役
所
含
む
）が
参
加
す
る
地
域
ぐ
る
み

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
研
究
会
で
は
、
地
域
の
事

業
所
に
呼
び
か
け
て
各
家
庭
で
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
削
減
に
つ
な
が
る
事
項

に
つ
い
て
取
り
組
む「
一
斉
行
動
週
間
」

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
、い

く
つ
か
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

省
エ
ネ
（
電
気
ポ
ッ
ト
）

電
気
ポ
ッ
ト
の
電
気
の
入
れ
っ
ぱ
な
し

は
、電
気
を
た
く
さ
ん
消
費
し
ま
す
。例

え
ば
、１
ℓ
の
お
湯
を
６
時
間
保
温
状

態
に
し
た
場
合
と
、プ
ラ
グ
を
抜
い
て
保

温
し
な
い
で
再
沸
騰
さ
せ
て
使
用
し
た

場
合
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
方
が
年

間
で
約
１
０
７
ｋ
Ｗ
ｈ
、
約
２
３
６
０
円

の
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
（
㈶
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
「
家
庭
の
省
エ
ネ
大
事

典
」よ
り
）
。
長
時
間
使
用
し
な
い
と
き

は
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。な
お
、
最

近
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
電
気
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
保
温
性
能
を
高
め
、
消
費
電
力

量
を
節
約
し
た
商
品
も
あ
り
ま
す
。
一

斉
行
動
報
告
か
ら
は
、「
電
気
ポ
ッ
ト
か

ら
魔
法
瓶
に
変
え
た
」
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

自
動
車
の
燃
料
消
費
削
減

こ
の
時
期
は
、
朝
、
屋
外
駐
車
の
自

動
車
は
ガ
ラ
ス
面
に
霜
が
付
き
ま
す
。

車
内
を
暖
め
て
霜
を
溶
か
し
て
い
ま
せ

ん
か
。１０
分
間
暖
機
運
転
す
る
と
、
約

１
３
０
㏄
の
ガ
ソ
リ
ン
を
消
費
し
ま
す

（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
推
進
協
議
会
「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
１０
の
す
す
め
」
よ
り
）
。
一

斉
行
動
の
報
告
か
ら
は
、
夜
の
う
ち
に

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
や

毛
布
で
覆
い
、サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
の
対
策
を
し
て

い
る
方
が
い
ま
し
た
。

暖
房
等

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
は
、１
日
１
時

間
運
転
を
短
縮
し
た
場
合
、
年
間
で
、

灯
油
約
１６
ℓ
、
電
気
約
４
ｋ
Ｗ
ｈ
の
省

エ
ネ
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
合
わ
せ
て
約

１
３
６
０
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
（
㈶

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー「
家
庭
の
省
エ

ネ
大
事
典
」よ
り
）
。
暖
房
時
の
室
温
は

２０
℃
を
目
安
に
し
、
厚
手
の
カ
ー
テ
ン

（
床
ま
で
届
く
も
の
）を
使
用
す
る
と
保

温
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
暖
気
は

軽
い
た
め
上
に
た
ま
り
や
す
い
こ
と
か

ら
扇
風
機
や
、サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
暖

ま
っ
た
空
気
を
循
環
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
一

斉
行
動
か
ら
は
、「
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の

設
定
温
度
を
下
げ
て（
１６
℃
に
し
て
）
暑

く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」
な
ど
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ア
イ
デ
ア
で
工
夫
し
な
が
ら

楽
し
く
エ
コ
ラ
イ
フ
に
取
り
組
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

ひと工夫 楽しく 豊かに エコライフ

●問い合わせ／地球温暖化対策課　内線５２４７



要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
教
室

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
の

た
め
に
そ
の
場
で
話
さ
れ
て
い

る
内
容
を
即
時
に
要
約
し
て
文

字
と
し
て
伝
え
る
の
が
要
約
筆

記
で
す
。
こ
の
要
約
筆
記
を
基

礎
か
ら
学
ん
で
い
た
だ
く
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　

要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方

聞
こ
う
学
ぼ
う
市
田
柿

　

図
書
館
で
南
信
州
の
特
産
品 

市
田
柿
に
ち
な
ん
だ
行
事
を
行

い
ま
す
。　

甘
柿
は
じ
め
、
市
田
柿
の
魅

力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
！

▼
青
木
裕
子
さ
ん
と
一
緒
に
朗

読
駅
伝
「
柿
も
の
が
た
り
」

○
日
時

　

１
月
１２
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

○
場
所

中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

○
内
容

柿
が
登
場
す
る
小
説
、
エ
ッ

セ
イ
、
詩
、
絵
本
な
ど
を
朗

読
で
楽
し
み
ま
す
。

○
朗
読
者

青
木
裕
子
さ
ん
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
、
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
か

○
対
象

　

一
般

○
参
加
費

・
前
日
ま
で
の
申
し
込
み

５
０
０
円

・
当
日

　

６
０
０
円

▼
食
べ
て
あ
そ
ん
で
柿
づ
く
し

○
日
時

１
月
１８
日
㈯

午
前
１０
時
～
正
午

○
場
所

中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

○
内
容

・
市
田
柿
の
お
菓
子
づ
く
り

・
柿
す
だ
れ
を
つ
く
っ
て
み
よ

う
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
市
田
柿
が
で
き
る

ま
で
」
上
映

○
対
象

幼
児
～
小
学
生
、
一
般

○
定
員

　

５０
人

○
参
加
費

　

無
料

▼
申
込
方
法

各
講
座
の
前
日
ま
で
に
、
窓

口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

▼
期
間

２
月
１
日
㈯
～
３
月
８
日
㈯

の
毎
週
土
曜
日
（
全
５
回
）

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

※
２
月
２２
日
㈯
を
除
く

▼
場
所

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田（
東
栄
町
）

３
階
第
１
・
２
講
習
室

▼
定
員

　

２０
人

▼
参
加
費

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

１
月
２４
日
㈮
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー０

２
６
５（
５
３
）３
１
８
１

農
地
相
談

　

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

隣
接
農
地
の
管
理
へ
の
苦
情
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　

開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
川
路
地
区
会
場
で
は
竜
丘
地

区
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
鼎
・
上
村
・
南
信
濃
地
区
は

予
約
制
で
実
施
し
ま
す
。
ご

相
談
さ
れ
た
い
方
は
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
日
時
・
会
場
に
つ
い

て
調
整
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
地
区
・
開
催
日

○
２
月
３
日
㈪

　
　

座
光
寺
・
松
尾
・
上
久
堅
・

千
代

○
２
月
４
日
㈫

　
　

飯
田
・
上
郷

○
２
月
６
日
㈭

　

三
穂

○
２
月
７
日
㈮

伊
賀
良
・
川
路

▼
場
所

　

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

▼
時
間

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

成
年
後
見
制
度

休
日
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る

能
力
が
十
分
で
な
い
方
（
本

人
）
に
援
助
者
を
選
び
、
本
人

の
権
利
を
守
る
た
め
の
制
度
で

す
。
成
年
後
見
制
度
の
説
明
や

制
度
に
必
要
な
費
用
・
手
続
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
制
度

利
用
に
関
わ
る
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

▼
対
象

　

ど
な
た
で
も

▼
日
時

１
月
１９
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田（
東
栄
町
）

２
階
相
談
室

▼
相
談
対
応

い
い
だ
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

▼
相
談
料

　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

い
い
だ
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー０

２
６
５（
５
３
）３
１
８
７
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１月１５日号は休刊です
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

コウゾでハガキ作り
２月８日㈯　①９：００～１１：３０　②１３：００～１５：００
対象：小３年～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：午前にコウゾからパルプを作り、

午後はパルプからハガキを作ります。
午前や午後だけでも参加可能です。

写真講座
２月１３日㈭　９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島　功　（飯田市写真家）
内容：写真撮影の方法を学びます。（講義２回目）

※材料がなくなり次第終了します

「窯焼きピザづくり（ホワイトソース）」
１月１９日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

「窯焼きピザづくり（和風味噌）」
２月２日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

「磯辺揚げもちづくり」
２月９日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：１００円

「冬遊びをしよう！」
２月１５日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
受付：なかまの館
※雪がない場合

他の企画になります。

「和紙でつくるお星さま」
１月１８日㈯
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

「簡単！こまづくり」
１月２５日㈯
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「伊那谷方言カルタ大会」
１月２６日㈰　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「簡単！お面づくり＆豆まき」
２月１日㈯
お面づくり　１０：００～１２：００、

１３：３０～１５：００
豆まき　①１２：００集合

②１５：００集合

「和紙でつくる　おひなさま」
２月８日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：１００円

「とびだすカード」
２月１１日㈷ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「研究学園都市を考える」 （全２回）
２月１日㈯・２日㈰
１日　９：３０～１６：３０、２日　９：３０～１２：００
定員：１５人　場所：どんぐり会議室
講師：羽場睦美さん（野外研究財団　理事長）

「ホームページ作成講座」 （全３回）
２月９日㈰・１５㈯・１６㈰
１０：００～１６：００　定員：１０人
場所：どんぐり会議室
講師：スギト（公園スタッフ）

「陶芸技術講座」 （全３回）
１月２５日㈯・２６日㈰・２月２日㈰
９：００～１２：００　定員：１５人
材料費：５,０００円　場所：土の工房
講師：加藤元秀さん（陶芸家）

「初挑戦！デジタル一眼レフカメラ」 
２月１１日㈷　１３：００～１６：００　定員：１０人
場所：どんぐり会議室
講師：くずてつ（公園スタッフ）

「ジェルクラフト体験」 
１月１８日㈯　１０：００～１６：００
材料費：１,０００円～　場所：なかまの館
主催：リアリゼーション

「木のおもちゃ＆クラフト展
おもちゃ広場であそぼ！」 

１月１９日㈰
１０：００～１６：００
工作：２００円～
場所：なかまの館
主催：福祉遊具工房

きのした

「手作り帽子をつくってみよう」
１月２５日㈯　１０：００～１６：００
材料費：２,０００円　場所：なかまの館
講師：中島久美子さん

「けん玉教室」 
２月８日㈯　１３：３０～１５：３０
場所：なかまの館
講師：アップルけん玉クラブのみなさん

「ジェルクラフト体験」 
１月１８日㈯　１０：００～１６：００
材料費：１,０００円～　場所：なかまの館
主催：リアリゼーション

「木のおもちゃ＆クラフト展
おもちゃ広場であそぼ！」 

１月１９日㈰
１０：００～１６：００
工作：２００円～
場所：なかまの館
主催：福祉遊具工房

きのした

「手作り帽子をつくってみよう」
１月２５日㈯　１０：００～１６：００
材料費：２,０００円　場所：なかまの館
講師：中島久美子さん

「けん玉教室」 
２月８日㈯　１３：３０～１５：３０
場所：なかまの館
講師：アップルけん玉クラブのみなさん

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

森森探険隊

なかまの館体験学習

市民の皆さんによる活動

森森大学院（成人向け講座）　※要予約

森森カルチャーサークル（成人向け）　※要予約

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６　
http://www.city.iida.lg.jp/zoo/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

飯田ＺＯＯウインターラリー
１月１８日㈯～２月１６日㈰　（雨天中止）

節分イベント
ニホンザルにマメをプレゼント
２月１日㈯・２日㈰
１１：３０～　（小雨決行）

バレンタインイベント
２月１１日㈷～１６日㈰

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～
ビーバーの活動開始時間に
よって、変更する場合があります。

１日３０人

よくあがる凧つくり
１月１８日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：堤　久

（かわらんべスタッフ）
内容：ポリ袋で凧を作って

揚げて楽しもう！

エコ布ぞうり作り
１月２２日㈬　９：００～１５：００ 対象：成人
講師：かわらんべ協力員
内容：古布・古着を利用して草履を作ります。

木の実や枝で飾り物作り
１月２５日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：木の実や枝を使って

飾り物などを作ります。

冬の星
１月３１日㈮　１８：３０～２０：００
対象：小３年～成人
講師：今村理則

（元かわらんべスタッフ）
内容：夜の屋上で冬の星座と

木星を観察します。

石ころアート
２月１日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：堤　久　（かわらんべスタッフ）
内容：天竜川で石を拾って飾り物を作ろう！

お手玉遊び
２月１日㈯　１３：００～１５：００
対象：幼児～成人　講師：おしなごの会
内容：お手玉を作って

お手玉遊びをします。

かわらんべウォーキング
１月１６日㈭　１３：３０～１５：００　対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：歩きの専門家と周辺を楽しくウォーク。

毎週土日・祝日のイベント

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ　　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２

★竹田人形館新春特別企画
①初春を寿ぐ竹田人形館

日時：１月１１日㈯　１０：３０、１４：００　

②笑門来福　福助人形展　　１月１９日まで

★トークイベント「世界の人形劇を知る」
日時：１月２４日㈮　１９：００～２０：３０

場所：川本喜八郎人形美術館

ゲスト：松澤文子（現代人形劇センター）

★人形アニメーション体験コーナーの設置
日時：２月８日㈯・９日㈰　１０：３０～１６：００

２月２２日㈯・２３日㈰　１０：３０～１６：００

場所：川本喜八郎人形美術館スタジオ

※上記時間内ならいつでも。入館料で体験できます。　

★人形劇団むすび座企画展示
日時：２月１日㈯～

場所：竹田扇之助記念国際糸操り人形館

★保育士発表会
日時：２月１５日㈯～　１０：００、１３：３０

場所：竜丘公民館

内容：「三びきのこぶた／ねずみのすもう」　

楽しい手遊びと人形劇を楽しもう！　

★いいだ人形劇まつり　りんごっこ劇場　ｖｏｌ.１０
２月中旬（予定）

場所：飯田女子短期大学響流館内アカシアホール

内容：地元劇団による人形劇まつりを開催します。



りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

暮らしの中の風物詩を味わい、知恵を学ぶ「りんご並木のエコカフェ」を開催します。

りんご並木のエコハウスで過ごして、エコハウスの快適さ心地よさを体感してください。

りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

暮らしの中の風物詩を味わい、知恵を学ぶ「りんご並木のエコカフェ」を開催します。

りんご並木のエコハウスで過ごして、エコハウスの快適さ心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話＆FAX ０５０-３５８３-１５８３

（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・問い合わせ

開　催　日 時　間 参　加　費 申込締切日テ　ー　マ

定　員 各１０人程度。 定員を超えた場合午後の講座を追加開催する場合があります。

※持ち物など詳細はお問い合わせください。

※ただいまエコハウスではエコカフェ参加者の皆さんに「エコライフについてのアンケート」をお願いしています。
皆さんのエコライフを見直す機会にもなりますので、ぜひご協力ください。

開　催　日 （月曜休館） テ　ー　マ 参　加　費

１
月
の
エ
コ
カ
フ
ェ

長野県産でつくった吟醸米こうじの魅力

「無添加の甘酒・こうじ漬物を作ろう」

講師：田中寛人さん（こうじ屋田中商店）

持ち物：魔法瓶または保温のできる電子ジャー
（ない方は出来上がった物をお渡しします）

１月１４日（火）１月１５日（水）
１０：００～

　１２：００
９００円

動不足になっていませんか？

「ストレッチ体操で身体を伸ばそう！」

講師：田中恵子さん

持ち物：バスタオル　タオル　飲み物

①真剣にストレッチ　②楽しくゆっくりクラス

１月２１日（火）１月２３日（木）

①１０：００～

　１１：３０

②１３：００～

　１４：３０

３００円

とっても簡単！ロックミシンで作ろう

「おしゃれで暖かいネックウォーマー」

講師：石原和子さん

１月２１日（火）１月２４日（金）
１０：００～

　１２：００
５００円

はじめてのエコ・クッキング

「親子でつくる簡単おやつ」

講師：木下 愛さん

（エコ・クッキングナビゲーター）

持ち物：エプロン、筆記用具、

古布（タオル１枚程度）
※エコ・クッキングは東京ガス㈱の登録商標です

１月２４日（金）１月２８日（火）
１１：００～

　１３：００
３００円

楽しくおいしく美肌を目指す！野菜ソムリエ講座

「体験！チョコベジスムージー」

講師：南信州ベジフルユニットＹＵＩＳＡＩさん

持ち物：エプロン

１月２６日（日）１月２９日（水）
１０：００～

　１２：００
５００円

バレンタインＤＡＹのプレゼントにも

「ろう引き紐で編むブレスレット ｏｒ ブローチ」

講師：松澤夕希子さん（はさみむし）
１月２８日（火）１月３０日（木）

１０：００～

　１２：００
５００円

絵本「回転ウサギと電気ネズミ」原画・造形展　
原画：北村月香　　作・造形：久保田弘実

入場無料１月２３日㈭～２月１９日㈬

１月７日より申し込み受付開始します

ただいまエコカフェ講師、ギャラリー展示を募集しています。お気軽にお問い合わせください。

エ
コ
ハ
ウ
ス

ギ
ャ
ラ
リ
ー

［広報いいだ］２０１４.１.１28



各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

２月１２日㈬
１３：００～１６：００

地域づくり・庶務課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

本人確認が
できる書類と
写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

１月２７日㈪
２月１０日㈪

１３：３０～、１５：００～

市　役　所
保 健 センター

保健課
内線５５１５
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５３５２

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

中 村 ビ ル
（本町１－１２）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３２４

１月２１日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５３５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週金曜日
１３：００～１７：００

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産業振興支援課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人総合
相談窓口

（市役所本庁舎
１階）

男女共同参画課
内線５３５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護や
福祉などの相談

成年後見相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別
（法律的）

一 般

ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。
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